
問題　以下の文章の空欄に適切な数または式を入れて文章を完成させなさい。

　　　平面内に同一直線上にない点，，をとり，，，とする。

　　また直線に関しての反対側に点をとり，とする。

　　　　の外接円の半径は  あ であり，  い のとき  あ は最小となる。

　　　　また，四角形が円に内接するとき，  う である。

　　　　の内接円の半径は  え である。

　　　　四角形の各辺がひとつの共通の円に接しているとき  お であり，

　　　　その円の半径は  か である。  き のとき  か は最大となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應大　医Ⅲ

解答

　　の外接円の半径を，とすると
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　ゆえに　　……い

　　　とおくと，四角形が円に内接するとき
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　　の内接円の半径を，面積をとすると
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　　四角形が円に外接しているとき，

　　　　　　

　　　　　　ゆえに　　……お

　　　円の半径を ，四角形の面積を ，

　　　とすると
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　　　辺の長さが，，のが存在するためには


  

 
















　　　　　　＜＜　これから　＜  ＜

　　　いま軸上に点，，，，  ，

　　　をとり，を中心とする半径の円を  ，

　　　を中心とする半径の円を  ，を通り

　　　軸に垂直な直線をとする。と  の第

　　　象限にある交点を，と  の第象限に

　　　ある交点をとすると

　　　　　　  
      

   

　　　　　　　　

　　　  が＜  ＜の範囲で増加するとき，の

　　　長さが最大となるのは，の減少との増加

　　　がつりあうとき，すなわちのときである。このときのの値は

　　　　　　  ：  ：　から　  



　ゆえに　



　……き

　　　導関数から増減を調べて最大となるの値を見出すのはとても困難だと思えたので

　　　図形的な解法を考えました。


